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［2面］認知症高齢者グループホーム開設11／1(金)、平成26年度幼稚園園児募集

［3面］区立小・中学校 学校選択制度 学校選択希望票を9／24(火)に送付、気象庁｢特別警報｣開始

今号の
主な内容

平成25年4月1日現在の江東区の待機児童数は416人となり、

昨年に比べ163人増加しました。区では、平成19年度から24年

度の6年間で保育施設の定員を、3,374人、59施設増やしてきま

したが、大規模マンション建設に伴う乳幼児人口の増加等によ

り、保育需要は急激に増え続け今日に至っています。平成26年

4月までに、待機児童のほとんどを占める0歳児から2歳児まで

の定員を600人、3歳児以上の定員600人の合計1,200人の保育施

設を整備し、待機児童ゼロを目指して一層の努力を続けます。

待機児童解消プロジェクトチーム
(仮称)江東湾岸サテライト保育事
業を実施

待機児童の解消は、現在はもちろ

ん未来に向けても江東区の活力ある

まちづくりの根幹を担うものです。

区では、本年3月に認証保育所の

緊急対策を開始、5月に庁内に対策

検討プロジェクトチームを設置、7

月に保育待機児担当課長および担当

係長を設置し、現実的な対策を検討

しています。また、待機児童の緊急

対策として、平成26年4月までに全

国で初となる地域の実情に対応した

送り迎えを行う(仮称)江東湾岸サテ

ライト保育事業を実施し、250人の

入園児を募集します。

認可・認証保育園の緊急整備を
議会に提案

(仮称)江東湾岸サテライト保育事

業実施を含め、平成26年4月までに、

認可保育園900人、認証保育所等300

人、定員1,200人の保育施設を整備

します。

区では今年度に増えた待機児童を

大幅に解消し、実質的な待機児童ゼ

ロを目指します。

区の一般会計の予算の1割超を
保育に

平成25年度の江東区の一般会計予

算1,650億円のうち保育園の運営に

使われている割合は1割を超えてい

ます。また、保護者の収める保育料

は、国の基準の半分程に政策的に減

額しているため、保育に係る経費の

保護者負担は14％弱となっています。
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平成25年4月1日現在の年齢ごとの待機児童数

49.020.7構成比率(％)

204
(74)

86
(26)

待機児童数(人)
(前年比)(人)

1歳0歳

16.3

68
(21)

2歳

9.9

41
(27)

4.1

17
(15)

4歳

―

0
(―)

5歳

100.0

416
(163)

計

▲(仮称)江東湾岸サテライト保育による通園イメージ

平成25年4月1日現在
待機児童数は416人

平成25年4月1日の江東区の待機児

童の数は416人となり、昨年に比べ

163人の増加となりました。保育施

設の整備計画が未達成だったほか、

社会経済情勢の変化による保育需要

の増加や乳幼児数の増加が、その主

な要因と考えられます。

416人の待機児童の状況は、マン

ション建設による人口の増加が続い

ている、豊洲、東雲、有明等の南部

地域を中心として南砂地区を除いた

全地域で増加しています。

0歳児から2歳児が全体の86％
を占める

年齢別では、1歳児が204人で全体

の約半数を占め、0歳児から2歳児で

全体の86％を占めています。幼児の

待機児童数は58人で、この状況に応

じた保育施設の整備を進めています。

6年間で保育施設の定員を
3,374人、59施設を整備

今から6年前の平成19年度と平成

25年4月1日の保育環境を比較すると、

○人口は39,365人増え、481,031人

となりました。うち、0歳から5歳

の人口は3,733人増え、26,425人

となりました。

○保育施設の定員を3,374人、59施

設整備しました。

○運営費は42億円増え、161億円と

なりました。このほか区立保育園

33園に人件費約60億円程度かけて

います。

平成26年4月に向けた緊急対策以

降は、社会経済情勢の変化を見据え

ながら、持続した保育環境整備を進

めていきます。

マンション建設が進む地域および

認可保育所の空白地域を中心に整備

を行っていきます。また、子ども・

子育て支援法による地域型保育事業

のうち、小規模保育所などの概要が

明確になりしだい、計画的に整備を

進めていきます。

▢問 保育課推進担当係☎3647-9503

平成26年4月1日までに行う緊急対策(各年齢区分)

0〜2歳児
乳幼児定員

3〜5歳児
幼児定員

合計定員

1,200600600合計

1005050既存施設の定員増

200―200認証保育所、おうち保育所等

認可保育所(民設民営)

250150100
(仮称)江東湾岸サテライト保育
認可保育所(民設民営)

650400250

※平成26年4月に開設する認可保育所の
詳細は10月21日より配布の平成26年度
認可保育園、入園のしおりにてお知ら
せします
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この数字は、東京湾北部地震が

発生した際、江東区内で閉じ込め

につながり得るエレベーターの想

定停止台数です。区では、地震や

故障などでエレベーターが緊急停

止して、利用者が閉じ込められた

場合に備えて、区役所をはじめ区

施設すべてのエレベーターに、非

常用品を収納した｢防災備蓄ボッ

クス｣の配備を進めています(9月

30日までに全施設設置予定)。こ

のボックスは、通常時には腰掛け

や一時的な荷物置きで利用できま

すが、非常時には、中に収納され

ている飲料水や非常用トイレを利

用できます▢問 防災課災害対策係
☎3647-9587

平成25年(2013年)�月21日
江東区ホームページ http://www.city.koto.lg.jp

http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

※1 平成27年4月〜8月に大規模改修工事を予定しています。工事期間中は、仮園舎
(南砂仮校舎・南砂2-3-13)で保育を行います。

※2 平成26年4月〜平成28年3月まで大規模改築工事を予定しています。工事期間
中は仮園舎(大島仮校舎・大島5-52-15)で保育を行います。

※3 平成26年3月まで大規模改修工事中のため、仮園舎(南砂3丁目公園・南砂3-14-
6)で受付します。

※4 平成26年8月〜平成27年3月に大規模改修工事を予定しています。工事期間中
は、仮園舎(南砂仮校舎・南砂2-3-13)で保育を行います。

平成26年度区立幼稚園園児募集一覧

3645-6260木場1-2-2平久小学校内平久
3649-1077東陽2-1-14南陽※1

電話番号所在地幼稚園名

みどり※4

90
30

募集定員
2年保育児

303648-5244北砂5-22-10小名木川小学校内小名木川
2603649-5840南砂2-3-3-101

303637-4106大島8-21-9-101もみじ
603644-2209東砂7-5-27第五砂町※3
603644-1942東砂4-20-1東砂
303640-7275北砂5-20-7-102なでしこ

303685-8227亀戸2-5-7第一亀戸小学校内第一亀戸
303684-1894亀戸6-36-1第二亀戸小学校内第二亀戸※2
303684-3396大島5-38-1大島
603685-5945大島7-39-2-101第三大島

303615-1333枝川3-4-1-101枝川
303521-2187辰巳1-11-1辰巳小学校内辰巳
603642-1460古石場1-11-11ちどり
903529-1454東雲2-4-1-103ひばり

303647-2983千石2-9-12川南小学校内川南
603649-1841扇橋3-20-13-101つばめ
603641-1778白河4-9-17元加賀
1203531-9272豊洲4-4-4豊洲小学校内豊洲

1
1
1
3
2
1
1
4
2
2
1
3
1

学級数

1
1
2
2
1
2

※3〜5歳児の長時間保育を希望される方は、幼稚園の園児募集で申込。0
〜2歳児の受付はこども園で行いますので、施設に直接お問い合わせく
ださい。

区内私立幼稚園

3681-5866亀戸4-17-3亀戸

電話番号所在地幼稚園名

東砂2-11-3江東めぐみ

3645-7171石島3-15江東YMCA

3681-0392大島3-30-9大島新生

3644-6809東砂3-17-10きよし

5547-5388東雲1-9-46しののめYMCAこども園※

3641-6370平野1-6-11月かげ

3641-5656深川2-16-7双葉

3631-6665住吉2-14-6まなべ

3681-4252亀戸1-14-12まんとみ

3642-4228白河1-3-32れいがん寺

3646-2666

3632-8793森下1-3-17神明

25年度就園奨励費補助金(実績)

○同時に2人以上の園児が通園する場合、2人目以降の補助金額が変わり
ます。
○小学1〜3年生の兄・姉がいる場合、補助金額が変わります。

229,200円生活保護世帯

補助限度額(年額)25年度区民税額

199,200円区民税非課税・均等割のみの世帯

115,200円区民税所得割77,100円以下の世帯

62,200円区民税所得割211,200円以下の世帯

無料
②、③のうち、生活保護受給者、中国

残留邦人等の支援給付者

2,200円②65歳〜74歳の方

無料①75歳以上の方

助成対象者および接種金額

自己負担額対象者

2,200円

③60歳〜64歳のうち身体障害者手帳1

級で、心臓・腎臓・呼吸器の機能また

はヒト免疫不全ウイルスによる免疫機

能の障害を有する方
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人
数
で
共
同
生

活
を
す
る
介
護
保
険
の
施
設
で
す
︒

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
︑
介
護

ス
タ
ッ
フ
の
ケ
ア
を
受
け
な
が
ら
︑

自
身
の
能
力
や
役
割
に
応
じ
て
調
理

・
掃
除
等
を
行
う
こ
と
で
認
知
症
状

の
進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

申
込
・
利
用
料
金
等
の
相
談
は
︑

運
営
法
人
ま
で
直
接
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
︒

﹇
開
設
日
﹈

月
�
日
︵
金
︶

11

﹇
所
在
地
﹈東
陽
�
︱

︱

12

12

▢申
﹇
運
営
法
人
﹈株
式
会
社
コ
ン
フ

ォ
ー
ト

☎
(
�

�
�
)


�
�
�

▢問
福
祉
課
施
設
整
備
支
援
係

☎
(
�
�
	


)
	
�
�
�

▲入居者の自立生活を介護職員がサポート
(写真は運営法人のデイサービスの様子)

対象となった世帯には、統計
調査員がうかがって調査票を
配布しています。

ご協力をお願いします。

▢問 地域振興課統計調査係
☎3647-4965
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師
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込
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区
で
は
︑
小
・
中
学
校
に
入
学
す

る
際
に
︑
通
学
区
域
外
の
学
校
を
選

択
で
き
る
﹁
学
校
選
択
制
度
﹂
を
実

施
し
て
い
ま
す
︒

平
成

年
度
の
取
り
扱
い
は
次
の

26

と
お
り
で
す
︒

﹇
学
校
選
択
制
度
の
対
象
者
﹈

平
成

年
度
に
新
�
年
生
と
し
て

26

区
立
小
・
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
区

内
在
住
の
方
で
︑
提
出
期
限
ま
で
に

学
校
選
択
希
望
票
を
提
出
で
き
る
方

﹇
学
校
選
択
で
き
る
学
校
の
範
囲
﹈

小
学
校
は
︑
原
則
と
し
て
﹁
児
童

︵
新
�
年
生
︶
が
徒
歩

分
以
内
で

30

通
学
で
き
る
﹂
学
校
と
し
ま
す
︒
こ

れ
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
︑
学
校
選

択
希
望
票
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
︒中

学
校
は
︑
区
内
全
域
と
し
ま
す
︒

た
だ
し
︑
小
・
中
学
校
と
も
各
学
校

の
受
け
入
れ
可
能
な
人
数
の
範
囲
と

し
ま
す
︒

※
学
校
選
択
を
希
望
し
て
も
必
ず
希

望
校
に
入
学
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
︒

学
校
選
択
希
望
票
の
提
出
期
限

は

月
�
日
︵
金
︶
必
着

11

﹇
学
校
選
択
希
望
票
の
送
付
﹈

�
月

日
︵
火
︶
に
﹁
学
校
選
択

24

希
望
票
﹂
を
と
じ
込
ん
だ
﹁
学
校
ガ

イ
ド
﹂
を
送
付
し
ま
す
︒
小
学
新
�

年
生
に
は
︑
保
護
者
あ
て
に
郵
送
し

ま
す
︒
中
学
新
�
年
生
で
︑
江
東
区

立
小
学
校
在
籍
者
に
は
在
籍
す
る
小

学
校
を
通
じ
て
配
布
し
︑
区
外
小
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
に
つ
い
て
は
︑

保
護
者
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
︒

﹇
学
校
選
択
希
望
票
の
提
出
﹈

小
学
校
は
︑
通
学
区
域
外
の
学
校

へ
入
学
を
希
望
す
る
方
の
み
︑
学
校

選
択
希
望
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
︑

専
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
︒

中
学
校
は
︑
通
学
区
域
の
指
定
校

に
入
学
す
る
場
合
も
含
め
︑
全
員
学

校
選
択
希
望
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
︒
江
東
区
立
小
学
校
在
籍
者
は
︑

専
用
封
筒
で
在
籍
す
る
小
学
校
を
通

じ
て
提
出
し
︑
そ
れ
以
外
の
小
学
校

の
在
籍
者
は
専
用
封
筒
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
︒

※
提
出
期
限
ま
で
に
希
望
票
が
提
出

さ
れ
な
い
場
合
は
︑
通
学
区
域
の
指

定
校
の
入
学
予
定
者
と
み
な
し
ま
す
︒

﹇
学
校
選
択
希
望
票
の
提
出
期
限
﹈

月
�
日
︵
金
︶
必
着

11選
択
結
果
の
公
表
後
︑
�
度
だ
け

希
望
校
を
変
更
可
能

﹇
学
校
選
択
希
望
の
一
次
結
果
の
公

表
﹈

月

日
︵
金
︶
に
小
・
中
学
校

11

15

に
掲
示
︒
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

表
し
ま
す
︒

﹇
学
校
選
択
希
望
の
変
更
﹈

月

日
︵
月
︶
～

日
︵
金
︶
︑

11

18

22

教
育
委
員
会
事
務
局
学
務
課
︵
区
役

所
�
階
�
番
︶
窓
口
で
�
回
に
限
り

希
望
校
の
変
更
を
受
け
付
け
ま
す
︒

希
望
票
を
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
さ

れ
な
い
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
︒

﹇
学
校
選
択
希
望
の
二
次
結
果
の
公

表
﹈

月

日
︵
金
︶
に
小
・
中
学
校

11

29

に
掲
示
︒
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

表
し
ま
す
︒

希
望
者
多
数
時
は
抽
選
︑
補
欠
者

は
補
欠
登
録
期
限
ま
で
繰
り
上
げ

﹇
希
望
者
が
受
け
入
れ
可
能
な
人
数

を
超
過
し
た
場
合
﹈

公
開
抽
選
を
行
い
︑
当
選
者
と
補

欠
者
の
順
位
を
決
定
し
ま
す
︒

月

日
︵
金
︶
に
二
次
結
果
の

11

29

公
表
と
あ
わ
せ
︑
抽
選
の
有
無
を
提

示
し
︑
抽
選
の
対
象
者
に
は

月
�

12

日
︵
水
︶
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
︒

入
学
予
定
者
の
転
出
︑
私
立
学
校

入
学
等
に
よ
り
希
望
校
の
受
け
入
れ

可
能
な
人
数
に
空
き
が
生
じ
た
場
合

は
︑
補
欠
順
位
の
上
位
者
か
ら
順
次

繰
り
上
げ
を
行
い
ま
す
︒

補
欠
登
録
期
限
ま
で
の
変
動
要
因

を
反
映
し
て
最
終
繰
り
上
げ
を
行
い

ま
す
が
︑
こ
の
結
果
繰
り
上
が
ら
な

か
っ
た
場
合
は
︑
通
学
区
域
の
指
定

校
へ
の
入
学
予
定
者
と
な
り
ま
す
︒

﹇
公
開
抽
選
日
﹈

小
学
校
：

月

日
︵
火
︶

12

10

中
学
校
：

月

日
︵
水
︶

12

11

※
抽
選
対
象
校
の
数
に
よ
っ
て
抽
選

日
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
︑
個
別
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ

い
︒

﹇
抽
選
の
特
例
﹈

次
の
場
合
は
特
例
と
し
て
無
抽
選

で
入
学
予
定
者
と
な
り
ま
す
︒
い
ず

れ
の
場
合
も
該
当
す
る
方
は
必
要
事

項
を
記
入
し
︑
学
校
選
択
希
望
票
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

○
平
成

年
度
も
希
望
校
に
兄
姉
が

26

在
学
す
る
場
合

○
平
成

年
�
月
以
降
の
在
学
中
に

26

希
望
校
の
通
学
区
域
内
へ
の
転
居

が
確
実
な
場
合

補
欠
登
録
期
限
お
よ
び
最
終
繰
上

結
果
公
表
に
つ
い
て

小
学
校
に
つ
い
て
は
︑
平
成

年
24

度
に
実
施
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
や
過
去
の
学
校
選
択
結
果
等
に
基

づ
き
︑
補
欠
登
録
期
限
お
よ
び
最
終

繰
上
結
果
の
公
表
を
従
来
よ
り
も
�

か
月
程
度
早
め
ま
す
︒

中
学
校
に
つ
い
て
は
︑
私
立
学
校

等
の
受
験
結
果
等
を
反
映
さ
せ
る
た

め
︑
従
来
通
り
と
な
り
ま
す
︒

﹇
補
欠
登
録
期
限
﹈

小
学
校
：
平
成

年
�
月

日
︵
金
︶

26

17

中
学
校
：
平
成

年
�
月

日
︵
火
︶

26

18

﹇
最
終
繰
上
結
果
の
公
表
﹈

小
学
校
：
平
成

年
�
月

日
︵
水
︶

26

22

午
後
︵
予
定
︶

中
学
校
：
平
成

年
�
月

日
︵
金
︶

26

21

午
後
︵
予
定
︶

希
望
校
で
の
受
け
入
れ
が
で
き
な

い
と
き
は
通
学
区
域
の
指
定
校
へ

○
学
校
選
択
希
望
の
変
更
期
間
後
は

希
望
校
を
変
更
で
き
ま
せ
ん
︒
ま

た
︑
希
望
校
の
補
欠
者
と
な
り
︑

繰
り
上
が
ら
な
か
っ
た
場
合
は
通

学
区
域
の
指
定
校
の
入
学
予
定
者

と
な
り
ま
す
の
で
︑
ご
本
人
を
含

め
ご
家
族
で
よ
く
相
談
し
︑
慎
重

に
選
択
し
て
く
だ
さ
い
︒

○
自
転
車
通
学
は
禁
止
で
す
︒
小
学

校
は
徒
歩
︑
中
学
校
は
徒
歩
ま
た

は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
で
き
ま

す
が
︑
通
学
の
安
全
に
保
護
者
と

し
て
責
任
が
持
て
る
よ
う
︑
通
学

経
路
や
通
学
時
間
等
も
十
分
に
考

慮
の
う
え
選
択
し
て
く
だ
さ
い
︒

○
よ
り
良
い
学
校
づ
く
り
の
た
め
︑

学
校
行
事
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
・
地
域

行
事
に
対
し
て
指
定
校
同
様
積
極

的
に
協
力
す
る
意
識
を
持
っ
て
選

択
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
詳
細
は
�
月

日
︵
火
︶
に
送
付

24

し
ま
す
学
校
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ

い
︒

﹇
住
民
登
録
地
へ
の
生
活
実
態
調
査
﹈

学
校
選
択
制
度
の
公
正
な
運
用
の

た
め
︑
必
要
に
応
じ
て
住
民
登
録
地

へ
の
生
活
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
︒

学
校
公
開
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

各
学
校
の
情
報
を
提
供

学
校
選
択
の
参
考
と
し
て
い
た
だ

く
た
め
︑
学
校
情
報
を
提
供
し
ま
す
︒

○
学
校
公
開

学
校
の
様
子
を
直
接
ご
覧
い
た
だ

く
た
め
︑
学
校
公
開
を
実
施
し
て
い

ま
す
︒
公
開
日
程
は
学
校
ガ
イ
ド
に

掲
載
す
る
と
と
も
に
︑
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
︒

○
学
校
ガ
イ
ド

各
学
校
の
特
色
を
紹
介
し
た
学
校

ガ
イ
ド
を
学
校
選
択
希
望
票
と
と
も

に
送
付
し
ま
す
︒

○
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

各
学
校
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開

し
て
い
ま
す
︒

▢問
教
育
委
員
会
事
務
局
学
務
課
学

事
係

☎
(
�
�
�

)
�
�

�

小
学
新
�
年
生
の
就
学
時
健
康

診
断
通
知
書
の
送
付

平
成

年
�
月
に
入
学
す
る
お
子

26

さ
ん
の
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
︒

�
月

日
︵
火
︶
に
郵
送
す
る
学
校

24

ガ
イ
ド
に
就
学
時
健
康
診
断
通
知
書

も
同
封
し
ま
す
の
で
︑
指
定
さ
れ
た

日
時
︑
場
所
で
忘
れ
ず
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
︒

▢問
教
育
委
員
会
事
務
局
学
務
課
給

食
保
健
係

☎
(
�
�
�

)
�
�



結
核
は
過
去
の
病
気
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
都
内
で
は
年
間
約
�
千

人
︑
江
東
区
で
も
�
�
�
人
程
度
の

方
が
新
た
に
結
核
と
診
断
さ
れ
て
い

て
︑
そ
の
う
ち

～

歳
代
の
方
が

20

40

�
分
の
�
を
占
め
て
い
ま
す
︒

長
引
く
せ
き
は
赤
信
号

せ
き
︑
た
ん
︑
発
熱
と
い
っ
た
風

邪
の
よ
う
な
症
状
が
�
週
間
以
上
続

い
て
い
た
ら
︑
結
核
も
疑
っ
て
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
︒

年
に
�
回
は
健
康
診
断
を

早
期
発
見
の
た
め
︑
年
に
�
回
は

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
︒
保
健
相
談
所
で
は
結
核
定
期

健
康
診
断
︵
胸
部
Ｘ
線
の
み
︶
を
実

施
し
て
い
ま
す
※
日
程
は
毎
月
の
区

報

日
号
の
健
康
相
談
欄
に
掲
載

21
結
核
に
感
染
し
た
ら

結
核
は
�
～
�
か
月
間
︑
毎
日
き

ち
ん
と
薬
を
飲
み
続
け
れ
ば
治
る
病

気
で
す
︒
地
域
の
保
健
相
談
所
で
は

治
療
を
続
け
て
い
く
た
め
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
︒
感
染
を
広
げ
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
は
︑
法
に
基
づ
く

健
診
も
行
い
ま
す
︒

▢問
保
健
予
防
課
感
染
症
対
策
係

☎
(
�
�
�

)
�
�

�

�
月

日
か
ら
︑
気
象
庁
に
よ
る

30

﹃
特
別
警
報
﹄
の
発
表
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
︒
特
別
警
報
は
︑
重
大
な
災

害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
著
し
く
大
き

い
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
︒
特
別
警

報
が
発
表
さ
れ
た
ら
︑
す
ぐ
に
身
の

安
全
を
確
保
し
︑
命
を
守
る
た
め
の

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
︒
特
別
警

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
︑
区
か
ら

防
災
無
線
放
送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
︒

※
詳
細
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵

▢
h
ttp
:/
/
w
w
w
.jm
a
.g
o
.jp
/

HP
jm
a
/
k
is
h
o
u
/
k
n
o
w
/
to
k
u
b
e

tsu
-k
e
ih
o
/
in
d
e
x
.h
tm
l︶
を
ご
覧

く
だ
さ
い

﹇
特
別
警
報
に
関
す
る
問
合
先
﹈
気
象

庁
東
京
管
区
気
象
台
総
務
部
業
務
課

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�
(
代
表
)

﹇
防
災
無
線
放
送
に
関
す
る
問
合
先
﹈

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
(
�
�
�

)
�
�
�
�
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有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

地域で活動するさまざまな団体のイベント・活動情報などが集まるポータルサイトです。地域活動やイベントなどの情報
収集・発信の場としてご活用ください▢HP［パソコン版］http://kotocommu.net/(区ホームページからも入れます)［携
帯電話］http://genki365.net/gnkk22/i/(右記二次元コードからも入れます)▢問区民協働推進担当☎3647-8570

国保・後期高齢者医療「山の家」利用料金表［1泊2食付、消費税・
入湯税込］

民宿 通常料金(12／30〜1／5は特別期間料金)

3,190円6,090円大人(中学生以上)

本人負担金

※11／1〜3／31の期間は暖房料(1部屋1泊500円)を現地で精算

国保および後期高齢者医療制度
加入者契約料金区分(対象)

1,900円2,090円3,990円幼児(未就学児)

2,600円2,965円5,565円小人(小学生)

2,900円

助成金

旅館① 通常料金(12／30〜1／5は特別期間料金)

7,800円10,700円大人(中学生以上)

5,000円7,600円小人(小学生)

本人負担金

国保および後期高齢者医療制度
加入者契約料金区分(対象)

1,900円3,500円5,400円幼児(未就学児)

2,600円

2,900円

助成金

旅館② 通常料金(12／30〜1／5は特別期間料金)

16,650円19,550円大人(中学生以上)

9,100円11,700円小人(小学生)

本人負担金

国保および後期高齢者医療制度
加入者契約料金区分(対象)

※いずれも食事、寝具を利用しない3歳以下の幼児は無料。また、取消
料金は利用日の2日前からかかります

1,900円6,500円8,400円幼児(未就学児)

2,600円

2,900円

助成金

保
険
課
︵
区
役
所
�
階
�
番
窓
口
)

・
各
出
張
所
に
あ
る
チ
ラ
シ
・
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒
ま

た
山
梨
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵

▢HP

h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.y
a
m
a
n
a
sh
i.

y
a
m
a
n
a
sh
i.jp
/︶
で
現
地
の
観
光

情
報
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
︒

▢問
医
療
保
険
課
医
療
保
健
係

で
保
険
料
の
未
納

の
な
い
方
は
︑
年

度
内
�
泊
ま
で
助

成
が
あ
り
ま
す
の

で
保
険
証
の
記
号

・
番
号
も
︶
を
電

話
で
医
療
保
険
課

医
療
保
健
係
へ

③
利
用
券
を
郵
送

し
ま
す

④
利
用
料
金
は
現

地
で
お
支
払
い

詳
細
は
︑
医
療

西
沢
渓
谷
や
徳
和
渓
谷
で
は
︑
手

つ
か
ず
の
自
然
を
残
し
た
美
し
い
渓

谷
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒
ぜ
ひ
散

策
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
︒

▢場
山
梨
県
山
梨
市
三
富
地
区
民
宿

�
軒
︑
旅
館
�
軒﹇
交
通
﹈電
車
：
Ｊ

Ｒ
中
央
本
線
塩
山
駅
ま
た
は
山
梨
市

駅
下
車
バ
ス

～

分
／
車
：
中
央

40

55

高
速
道
路
勝
沼
イ
ン
タ
ー
か
ら

～
35

分

▢人
江
東
区
の
国
民
健
康
保
険

55お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
の
方
︑
区
内
在
住
の
方
※
区
外
に

在
住
の
方
も
一
般
料
金
で
宿
泊
で
き

ま
す﹇
利
用
料
金
﹈下
表
の
と
お
り

▢申
①
宿
泊
初
日
の
属
す
る
月
の
�

か
月
前
の
�
日
か
ら
電
話
で
﹁
道
の

駅
み
と
み
観
光
案
内
係
︵
☎
�
�
�

�
(
�
�
)
�
�
�
�
※
火
曜
定

休
︶﹂
に
申
し
込
み
︵
予
約
番
号
を

確
認
願
い
ま
す
︶

②
予
約
後
︑
予
約
番
号
・
宿
泊
日
程

・
宿
泊
施
設
・
江
東
区
民
の
宿
泊
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
︵
国
保
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
方

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
第

�
会
議
室
︵
東
陽
�
︱

︱

�
︶

11

▢人
区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
お

お
む
ね

歳
～

歳
ま
で
の
方

人

18

35

30

︵
抽
選
︶
▢費
無
料

▢師
︵
株
︶
ヒ
ュ

ー
マ
ン
タ
ッ
チ
専
任
講
師

▢締

月
10

�
日
︵
日
︶

▢申
電
話
︑
フ
ァ
ク
ス
︑
は
が
き
ま

た
は
メ
ー
ル
に
①
講
座
名
②
住
所
③

氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶
④
年
齢
⑤
電
話

番
号
を
記
入
し
︑
〒

︱

亀
戸
�

136

0071

︱

︱

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

41

16
☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢ｅ
5
5
2
1
6
2
0
@
c
ity
.k
o
to
.lg
.jp

正
規
雇
用
を
目
指
す
一
般
求
職
者
︑

お
よ
び
学
生
を
対
象
と
し
た
就
職
対

策
セ
ミ
ナ
ー
で
す
︒﹁
志
望
す
る
業

界
が
決
ま
っ
て
い
な
い
﹂﹁
自
分
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が
苦
手
﹂
な
ど
︑

就
職
活
動
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
不

安
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
の
講
座
で
は
自
己
Ｐ
Ｒ
の
仕
方

や
企
業
研
究
の
方
法
な
ど
を
︑
講
義

と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
習
得

し
ま
す
︒
応
募
書
類
の
書
き
方
な
ど

の
実
践
も
あ
り
ま
す
︒
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
︑
就
活
本
番
へ
の
準
備
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
︒

▢時

月

日
・

日
午
後
�
時
～

10

17

24

�
時
︵
木
曜
全
�
回
︶

夜
空
の
魅
力
を
身
近
に
語
る
﹁
星

の
ソ
ム
リ
エ
®﹂
の
創
設
者
で
あ
り
︑

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
天
文
学
を
専
門
と
す

る
山
形
大
学
教
授
︑
柴
田
晋
平
さ
ん

を
お
招
き
し
て
講
演
と
観
望
会
を
開

催
し
ま
す
︒﹁
宇
宙
の
不
思
議
︑
星

空
の
神
秘
﹂
と
題
す
る
講
演
会
で
は
︑

最
新
の
宇
宙
研
究
の
成
果
と
︑
夜
空

に
広
が
る
星
空
の
楽
し
み
方
等
の
お

話
を
聞
き
ま
す
︒
都
会
で
は
大
気
に

漂
う
チ
リ
な
ど
に
街
の
光
が
反
射
し

て
夜
空
が
明
る
く
な
り
︑
星
が
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
︒
私
た
ち
の

生
活
を
見
直
せ
ば
︑
江
東
区
か
ら
星

を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
︒
こ
の
講
座
に
参
加

し
て
宇
宙
の
こ
と
星
空
の
こ
と
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
︒

▢時

月
�
日
︵
日
︶
午
後
�
時
～

10

�
時

▢場
え
こ
っ
く
る
江
東
︵
潮
見

�
︱

︱

�
︶
▢人
小
学
生
以
上
�

29

�
�
人
︵
申
込
順
︑
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
︶
▢費
無
料

▢申
�
月

日
︵
水
︶
午
前
�
時
か

25

ら
電
話
で
え
こ
っ
く
る
江
東

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�▲柴田晋平さん

江
東
区
で
飲
食
店
で
の
創
業
を
目

指
す
方
を
対
象
に
創
業
支
援
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
︒

﹁
創
業
に
必
要
な
手
続
き
は
？
﹂

﹁
創
業
資
金
は
？
﹂﹁
物
件
選
び
の
ポ

イ
ン
ト
は
？
﹂
な
ど
︑
創
業
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
や
課
題
が
あ
り
ま
す
︒

当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
飲
食
店
創
業
経

験
の
あ
る
講
師
に
よ
り
創
業
の
基
礎

や
ポ
イ
ン
ト
を
実
践
的
に
学
び
ま
す
︒

▢時

月
�
日
・

日
︵
土
曜
全
�

11

16

回
︶
午
後
�
時

分
～
�
時

分

30

30

▢場
産
業
会
館
�
階
第
�
会
議
室

︵
東
陽
�
︱

�
︱

︶
▢人
区
内
在
住

18

・
在
勤
で
︑
�
日
と
も
参
加
で
き
︑

創
業
を
考
え
て
い
る
方

人︵
抽
選
︶︒

20

月
�
日
︵
月
︶
以
降
全
員
に
通
知

10

し
ま
す

▢費
無
料

▢内
創
業
の
基
礎
︑

創
業
計
画
や
資
金
調
達
︑
物
件
選
定

ポ
イ
ン
ト
︑
新
規
顧
客
対
策
︑
リ
ピ

ー
ト
対
策
等

▢師
小
峯
孝
実
︵
中
小

企

業

診

断

士
︶
▢締

月

�

日

10

︵
金
︶

▢申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
に
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④

計
画
し
て
い
る
飲
食
業
を
記
入
し
︑

経
済
課
産
業
振
興
係
へ

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢ｅ
0
6
0
2
0
2
0
@
c
ity
.k
o
to
.lg
.jp

経
営
基
盤
の
強
化
︑
積
極
的
な
事

業
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
区
内
中

小
企
業
者
の
方
を
対
象
に
経
営
戦
略

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
︒
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
み
︑
大

企
業
の
み
な
ら
ず
中
小
企
業
︑
さ
ら

に
は
製
造
業
だ
け
で
は
な
く
飲
食
・

サ
ー
ビ
ス
業
等
も
海
外
進
出
を
加
速

さ
せ
て
い
ま
す
︒
海
外
進
出
を
巡
る

動
向
を
踏
ま
え
て
︑
海
外
進
出
に
お

け
る
拠
点
選
定
︑
情
報
収
集
︑
部
材

・
部
品
の
調
達
な
ど
お
さ
え
て
お
く

べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
ご
説
明
し
ま
す
︒

セ
ミ
ナ
ー
後
︑
希
望
者
に
個
別
相
談

を
実
施
し
ま
す
︒

▢時

月

日
︵
火
︶
午
後
�
時
～

10

15

�
時

分

▢場
産
業
会
館
︵
東
陽
�

30

︱

�
︱

︶
第
�
展
示
室

18

▢人
区
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

企
業
の
経
営
者
ま
た
は
従
業
員

人
30

︵
申
込
順
︶
▢費
無
料

▢師
土
屋
敬
三
﹇
日
本
貿
易
振
興
機

構
︵
ジ
ェ
ト
ロ
︶
関
東
貿
易
情
報
セ

ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
﹈

▢申
�
月

日
︵
水
︶
か
ら
電
話
ま

25

た
は
フ
ァ
ク
ス
に
①
氏
名
︵
ふ
り
が

な
︶
②
住
所
③
電
話
番
号
を
記
入
し
︑

経
済
課
産
業
振
興
係
へ

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

食品中の放射性物質

の検査結果
区では、区内の店舗で販売されている食

品や小中学校の給食用食材などに含まれる

放射性物質を検査しています。8月は、区

内流通食品10サンプルと保育園で飲んでい

る牛乳16サンプルを採取して検査を行いま

した。いずれも放射性セシウムは不検出で

した。

なお、8月は小中学校が夏休みであった

ため、学校の給食用食材と牛乳については

検査を実施していません。

［区立保育園についての問合先］保育課保育

係☎3647-9094［区立以外の保育園について

の問合先］保育課指導係☎3647-9084［小中

学校についての問合先］学務課給食保健係

☎3647-9177［その他測定全般に関する問合

先］保健所生活衛生課食の安全係☎3647-

5812

※詳細は、区ホームページをご覧ください。

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�
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